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１．はじめに 
2020年から新学習指導要領（中学校は 2021年・高等学校は 2022年）が全面実施となる。 
今回の学習指導要領は、今後の先の見えない社会において生きていくために必要な資質・能
力や技能を身につけさせるための改訂が中心で、「主体的で対話的な深い学び」が求められ
ている。その背景として、以下のことなどが挙げられる。 
①情報化やグローバル化といった社会的変化が予測を超えて進展していること 
②AI（人工知能）や IOT（もののインターネット）が大きく発達していること 
③平均寿命の伸びや少子高齢化                   
これは授業を受ける子供たちだけの問題ではない。現職教員やこれから教師を目指して
いく学生にとっても大きな問題である。「チョーク＆トーク」の教師主導型の一斉授業を受
けてきた現職教員や今の学生にとっても「主体的で対話的な深い学び」は新しい学びの形で
あり、経験がほとんどない分、未知への挑戦ともいえる。教師たちにとっては、今後、授業
で児童生徒へどのように学ばせるかを理解し、児童生徒主体の授業に転換するための授業
技術を身につけることは必須である。 
本稿ではどのようなことを教員志望者が理解・体験し、授業技術として身につける必要が
あるのかを整理し考察する。 
 
２．コンピテンシーについて 
 先に述べた授業技術を身につけるために、本稿ではコンピテンシーに着目する。 
中央教育審議会１）では「コンピテンシ （ー能力）とは、単なる知識や技能だけではなく、
技能や態度を含む様々な心理的・社会的なリソースを活用して、特定の文脈の中で複雑な要
求（課題）に対応することができる力」としている。また、立田慶裕氏はコンピテンシーを
「個人の人生にわたる根源的な学習の力」２）とし、今津孝次郎氏は「個人として保持してい
る単なる知力や技術に止まらずに、知識や技術を新たな状況にふさわしく発揮することが
でき、確かな成果を生み出すことができるような技能」３）としている。 
では、授業におけるコンピテンシーとは何か。例えば児童生徒をひきつけ、やる気を引き
出すことができている授業では、教師が本来備えている体・目・耳・口などの身体的な資源
（リソース）を目線・表情・立ち位置・発声方法・ジェスチャーなどと色々工夫しながら、
自分自身の特徴を出し授業に活用している。 
このような資源を活用する力をコンピテンシーと捉えると、授業において様々なコンピ
テンシーを発揮している教師たちのなかで、成果(児童生徒の成長)を出し続けている教師
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には共通した行動特性がみられる。そこで本稿における授業における教師のコンピテンシ
ーの定義を「授業において成果(児童生徒の成長)をだしつづける教師としての行動特性の
こと」とすることができる。 
授業における教師のコンピテンシーを育成するためには自分の持っている力（資源）を客
観的に理解し、発揮する方法を知る必要がある。 
 ①まず、共通した行動特性とは何かを知る。 
 ②その行動特性の裏にある理論・考え方を学ぶ。 
 ③行動特性を実践する。 
 ④振り返りを通して、自分の適性に合った形にカスタマイズする。 
ここでいうコンピテンシーと新学習指導要領で求められている「主体的で、対話的な深い
学び」との関係については、アクティブラーニング型の授業を展開する上で必要とする必須
の要素と考えることができる。言い換えると教師として身につけておかなければならない
基礎・基本のスキルである。 
 
３．授業における具体的な行動特性とは 
 授業中に見られる行動特性には、２種類ある。一つは、その場で現れる教師の行動特性(目
に見える行動)のこと。二つ目は、その場では現れないが、あらかじめ準備（指導）されて
いる教師の行動特性(目に見えない行動)がある。 
 
 例：教室の掲示物について 
   掲示物が剥がれていたら教師がなおす。            目に見える行動 
   掲示物が剥がれていたら児童生徒になおさせる。        目に見える行動 
   （日頃から教室内の整理整頓を教師が心掛けているから） 
掲示物が剥がれていたら授業前に児童生徒がなおしている。  目に見えない行動 
 
さらにコンピテンシーを意識して授業を観察するうえで重要な要素や状態について項目
を分けて確認していく。 
 
(1)学習環境 
授業開始の号令の前までに児童生徒が授業を効果的に効率よく受けることができる環境
が整っているか確認すること。確認項目としては、①教室の清掃状況、②チャイム前着席状
況、③授業前の準備状況(必要教材が準備されていて不必要なものはしまわれている)、④号
令や開始前の態度で見える児童生徒の姿勢(心構え)、⑤教師の教材・教具の準備、などがあ
げられる。 
 
(2)リレーション 
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 授業を通して見えてくる人間関係のこと。授業全体を通して確認する必要がある。どんな
に授業内容が素晴らしいものであっても児童生徒に受け入れる態勢がなければ伝わらない。
また話し合い活動においても気兼ねなく、活発に話し合える関係性が必要不可欠である。さ
らに教師から児童生徒への適切な関与(声かけ・注意やほめることなど)も授業を作り上げ
る要素である。確認項目としては、①児童生徒と教師のリレーション、②児童生徒同士のリ
レーション、③教師からの関与、について観ていく。 
 
(3)授業ルール 
 授業中の行動規範のこと。多人数で授業を受ける以上、集団として行動する上での基準を
維持していくためのルールが必要である。ルールを守ることに意識を集中しているクラス
より、児童生徒が当たり前として実行しているクラスの授業の方が効果的に授業進行して
いる。そのため授業ルールが、①設定されていない、②設定の初期、③確立(意識して守ろ
うとしている)、④完成(意識せずに行動している)、のどの段階なのか観察する必要がある。 
 
(4)授業者(教師)の表現力 
 授業者の見え方・話し方・性格などの表現の活用状況のこと。意識し努力をすれば身につ
く項目である。確認項目としては、①表情・目線・体の向き・ジェスチャー、②発声・口調、
③授業者の雰囲気からみられる性格、などがあげられる。 
 
(5)指導スキル 
 教師の授業を効率よく効果的に進めていくための指導スキルのこと。確認項目としては、
①ティーチング(与える)スキル、②コーチング(引き出す)スキル、③発問スキル、④板書ス
キル、⑤時間配分、⑥机間指導、⑦指示やサポート、⑧学習形態、⑨統率力、などがあげら
れる。こちらも意識し努力すれば身につく項目である。 
 
(6)学習活動 
 授業全体の動きや構成に関すること。教師だけでなく児童生徒の活動や授業に対する意
識も含まれる。確認項目としては、①めあて・ねらい・まとめ、②既習事項の確認と活用、
③教材・教具の活用、④児童生徒の活動(調べ学習・話し合い活動・共有活動・ICT 活動)、
⑤児童生徒の授業への関わり方、などがあげられる。 
 
(7)児童生徒理解 
 児童生徒が効果的に学ぶための情報を持ち、活用しているか確認すること。確認項目とし
ては、①発達段階に応じた指導、②性差の違いに応じた指導、③学習状況に応じた指導、④
性格に応じた指導、などがあげられる。 
４．コンピテンシーの活用例 
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一つの項目におけるコンピテンシーを、突出した成果を出している教員の行動特性（Ａ）
から成果を出せずにいる教員の行動特性（Ｅ）までをＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅの五段階で表示し、
それぞれの段階における共通した（あるいはそれに近い）行動を示すことで、 
・現職教員には、自分の授業の振り返りの手立てとして 
・管理職には、教員の授業評価をする際の客観的な手立てとして 
・教職を目指す人には、自分の目指すべき授業の目標として 
活用することができる（表１）。 
 
表１．コンピテンシーの活用例 
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キー・コンピテンシー 定義 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
指名のタイミング：発問の内容に
よって、指名の方法や指名のタイミ
ングを工夫し、児童生徒に考える機
会を保証している
発問の後、十分に
時間をとり、学習効
果を考えて指名して
いる
発問の後、十分に
時間をとっている
が、意図なく指名し
ている
発問の後、考えさせ
ずに、すぐ指名して
いる
常に発問の前に指
名していたり、日付
などで機械的に指
名している
考えさせる発問がな
い
　
指名の偏り：指名する際には、指
名が偏らないよう配慮して指名して
いる
発問の内容を踏ま
え、全体から指名で
きるよう配慮してい
る
指名に偏りはなく、
半数位を範囲に指
名している
一部のグループの
児童生徒を指名して
授業を進めている
発問の内容：主発問ばかりではな
く、補助発問によって考えを深めた
り、広げたりするよう工夫して発問
をしている
児童生徒の発言に
対して、なぜ？どう
して？この場合はど
う？等の追加質問
で、考えを深めよう
としている
教師が、なぜ？どう
して？の部分を含め
説明してしまってい
る
児童生徒の発言を
そのまま受け止め、
深めないまま授業を
進めている
発問の活用：児童生徒の発言を整
理し、フィードバックすることで、学
級全体で共有し、理解を深めている
児童生徒の発言を
まとめ、全体に共有
している
児童生徒の発言を
まとめ、一部と共有
している
児童生徒の発言を
まとめてはいるが、
共有になっていない
児童生徒の発言を
まとめていない
発問・指名のしかた
（考えさせる発問）
